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2023/02/21実施 ©早稲田予備校 
 

早稲田大学 商学部 世界史 講評 
 

出題形式 

試験時間 

特徴･その他 

マーク･記述併用 

60分 

2010年度は、記号問題34･記述問題13･論述問題１、2011年以降は記号問題36･記述問題13･論述

問題１となり今年も変化はなかった。論述問題の字数100字も同じ。論述のテーマは2012年まで

米国現代史が続き、13年｢ＮＩＥＳ｣、14年｢ＥＣＳＣ｣、15年｢米国近代史｣、16年｢米中国交正常

化｣、17年｢1970年代の世界的経済危機｣、18年｢1990年代以降のインドの政治･経済情勢｣、19年｢プ

ラザ合意｣、20年｢2015年以降に英で起きたＥＵとの関係｣、21年｢米南部における共和党支持者

の拡大と公民権運動｣、22年｢1982年メキシコ通貨危機｣。今年は｢ジャクソン大統領が勝利した

背景と要員｣。19世紀に時代は移ったがアメリカ合衆国をテーマとする出題が続いた。全体とし

ての難易度昨年並みだが最後の100字論述に限れば易化した。 

 

〔大問別講評〕 

番号 出題内容 コメント 難易度 

Ⅰ ｢商業の復活｣の時代 問Ａ.正解は３:四輪作制の普及。四輪作法とはノーフォーク農

法ともいい、18世紀前半から英で広まったもの。三圃制のよう

に耕作地の利用法を移すのではなく、同じ耕作地で違った作物

を栽培する。この結果休耕地がなくなり家畜は舎飼が可能とな

る。四輪作法導入による農村の変化を農業革命といい産業革命

とほぼ同時に進行した。問Ｂ.正解は２。１:ピサはトスカナ地

方の都市。３:ヴェネツィアの評議会はナポレオン支配(1797)ま

で存続した。この評議会で総督(ドージェ)を選出した。ただあ

まりに細かすぎる内容。４:ジェノヴァとヴェネツィアは東地中

海域の商業圏をめぐって激しく対立した。問Ｃ.正解は１:第１

回十字軍に仏王は参加していない。参加したのはロレーヌ公ゴ

ドフロワをはじめとする仏貴族とノルマン人。当時、ノルマン

人は南伊や東地中海沿岸に進出していた。十字軍は彼らノルマ

ン人の活動を後追いするものだった。問Ｄ.正解は４。１:シャ

ンパーニュはシャンパーニュ伯が14世紀初めまで支配し、その

あとは王領となった。２:巡回は３都市ではなく４都市。また｢一

年を通して開かれた｣も誤り。年６回が正しい。そもそも｢定期

市｣は一定の期間に限って開かれるから｢定期市｣という。３:｢琥

珀｣の主な産地はバルト海沿岸。問Ｅ.正解は４。１:フィリップ

２世は英王リチャード１世と対立して帰国した。２:三部会はフ

ィリップ４世。３:アルビジョワ十字軍を主導したのはレスター

伯シモン=ド=モンフォール(シモン＝ド＝モンフォールの議会

は同名の父)。後半はルイ９世。問Ｆ.正解は２:エルベ川。問Ｇ.

正解は３。１:ミュンヘンはバイエルンの都市。ニュルンベルク

はライン都市同盟に参加。２:｢プロイセンで国家建設｣はドイツ

騎士団。４:フランドルが依存したのは英の羊毛。問Ｈ.正解は

４:リューベック。問Ｉ.正解はａ:ホルシュタイン伯。金印勅書

(1356)の七選帝侯は頻出事項。問Ｊ.正解は１。フリードリヒ２

世は交渉でイェルサレムに入った。問Ｋ.正解は２:ベルゲン。

問Ｌ.正解は４:マルグレーテ。 

標準･ 

一部難 
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番号 出題内容 コメント 難易度 
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Ⅲ 

清朝の版図拡大とその経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近現代ヨーロッパにおける

革命 

問Ａ.正解は２と４。２:｢『崇禎暦書』完成｣は1638年。４:チャ

ハル部の帰順は1635年。設問に｢一つ選べ｣とあるので出題ミス。

ホンタイジの治世は1626年～43年。チャハル部の帰順(1635)は

山川の用語集に｢太宗(ホンタイジ)の治世に｣と明記。一方の『崇

禎暦書』は完成年次の記載なし。ところが東京書籍の用語集に

は1638年完成と記す。山川一本だと『崇禎暦書』は視野に入ら

ない。なお、1644年の清の入関(山海関を越えて明の本土に入る

こと)は順治帝(位1643～61)の治世。１:｢満州文字創始｣はヌル

ハチ。３:｢鄭成功の死｣(1662)は康熙帝(位661～1722)。問Ｂ.正

解は４:建州部。遼東半島の北側一帯で明の建州衛の統制下にあ

ったためこう呼ばれた。女真の中で最も明と近く交易も盛んだ

った。問Ｃ.正解は１:瀋陽。日露戦争期から満洲国時代の名は

奉天。問Ｄ.正解は２。台湾は三藩の乱(1673～81)当時は鄭氏台

湾(1661～83)。１:雲南は呉三桂、３:福建は耿継茂、４:広東は

尚可喜。問Ｅ.正解は２:フフホト。問Ｆ.正解は３:ゲルク派。

黄帽派とも呼ばれる。問Ｇ.正解は２:ガルダン=ハーン。問Ｈ.

正解は４:ベグ。問Ｉ.正解は４:マラッカ王国。マラッカ王国は

1511年にポルトガルに滅ぼされている。問Ｊ.正解は１:コーカ

ンド=ハン国。コーカンド=ハン国の部将ヤグブ=ベクはカシュガ

ル=ハン国(1865～77)を建てたが清の左宗棠に滅ぼされた。問

Ｋ.正解は４:『古今図書集成』。編纂開始は康熙帝時代。問Ｌ.

正解は２:南京。南京は中華民国の首都でもある。 

 

問Ａ.正解は３:イラク革命(1958)。１:フィリピン革命(1896～

1902)→２:イラン立憲革命(1905～11)→３:イラク革命(1958)

→４:イラン革命(1979)の順。問Ｂ.正解は１:メキシコ革命

(1910～17(40))。４:アメリカ独立革命(1776)→３:ハイチ革命

(1791～1804)→１:メキシコ革命(1910～17(40))→２:キューバ

革命(1959)の順。問Ｃ.正解は１:ソルボンヌ５月革命。大学紛

争から発してド＝ゴール体制を揺るがす社会危機へと発展し

た。反体制を掲げる学生紛争は西側諸国で一斉に激化した。日

本では東大紛争(1968～69)により東大入試が中止された。問Ｄ.

正解は４。１:｢審査法制定(1673)はチャールズ２世。２:ユトレ

ヒト条約(1713)でアン女王。３:『プリンキピア』出版は1687年。

ジェームス２世時代で名誉革命(1688～89)の前年。問Ｅ.正解は

２。英がニューアムステルダムを奪ってニューヨークと改称し

たのは1664年。それがきっかけてとなって第２次英蘭戦争(1665

～67)がおこった。問Ｆ.正解は４。水平派はその指導者ジョン=

リルバーンも重要。水平派のなかの最左派を真正水平派(ディガ

ーズ)といい、指導者ウィンスタンリーのもと財産の平等を主張

した。１:王党派の大半は国教徒。２:王党派の拠点はイングラ

ンドの西･北部。３:長老派は立憲王政を主張した。問Ｇ.正解は

２。ミルトンが『失楽園』を著したのは1667年。この年代は東

京書籍の用語集には記載がある。山川はない。１:イングランド

のスコットランド合併は1707年。３:｢ハドソン湾｣はユトレヒト

条約(1713)。４:ウォルポールが実質的に首相の座についたのは

1721年。問Ｈ.正解は１。４つの文は最後はみな｢バブーフ処刑｣

(1797)なので考察から除外。すると３番目は｢ジロンド派を議会

から追放｣か｢国民公会召集｣の二択となる。国民公会召集は1792

年９月。急進的施策を要求するパリ市民の蜂起によりジロンド

派が国民公会から追放されたのは93年６月。選挙で選ばれた多

数派を議会外の民衆を煽ることで排除し少数派が独裁権を握る

というのがジャコビニズム(ジャコバン主義)の手法であった。 

標準･ 

一部難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準･ 

一部難 
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番号 出題内容 コメント 難易度 
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民主主義の歴史とアメリカ

合衆国 

問Ｉ.正解は３:ティルジット条約(1807年７月)。１:｢コンコルダ

ート｣(1801)、２:｢アミアンの和約｣(1802年３月)、｢ロゼッタス

トーン発見｣(1799)、皇帝ナポレオン１世の在位は1804年５月か

ら14年４月。問Ｊ.正解は１。２:北方戦争はロシアが勝利。３:

ミハイル＝ロマノフの時代に農奴制は強化された。４:クリミア

戦争が終結したときのロシア皇帝はアレクサンドル２世。問Ｋ.

正解は３。ユーゴスラヴィア(指導者ティトー)のコミンテルンか

らの除名(1948)は頻出事項。１:ブハーリンはソ連共産党古参党

員の一人。コミンテルンの幹部として国外でも広く知られた。穀

物調達危機(1927～28)をめぐってスターリンと対立して失脚し

たがのち復活、憲法制定(1936)で重責を担ったが1937年に粛清さ

れファシストの手先として処刑された。２:トロツキーは亡命先

のメキシコで暗殺された。４:コミンテルン第７回大会(1935年８

月)では有名な｢人民戦線テーゼ｣が採択され、反ファシストの名

のもとに社会民主勢力･自由主義勢力との連携を発表した。問Ｌ.

正解は４:第２次戦略兵器削減交渉(STARTⅡ)(1993)。このときの

指導者は米ブッシュ(父)と露エリツィン。 

 

2022年の｢合衆国の歴史と通商政策｣と近似したテーマ。空欄

１.正解は｢デーモス｣。デーモスと呼ばれた村落を基本とした

行政･軍事単位。クレイステネスの改革(前508)でそれまでの血

縁共同体にかわって創設された地縁共同体(地縁的10部族制)

の基盤をなす。上から貴族が統治するのがアリストクラシー

(貴族政)、その逆に下から国家を運営するのがデモクラシー

(民主政)。空欄２.正解は｢将軍(ストラテゴス)｣。ポリスの要職

は抽選で選ばれ重任は禁止というアテネにおいて唯一の例外と

いえるのが10部族から投票によって選任され重任も認められた

将軍職であった。ペリクレスは将軍職にあって15年にわたりア

テネの事実上アテネの最高指導者であり続けた。空欄３.正解は

｢ペリクレス｣。空欄４.正解は｢国家｣。プラトンは『国家』のな

かで｢哲人政治｣の必要を説いた。プラトン(前429頃～前347)が

生きたのはペロポネソス戦争(前431～前404)とその後の時代で

民主政は衆愚政治に堕していた。空欄５.正解は｢カルヴァン

派｣。空欄６.正解は｢タウンミーティング｣。カルヴァン派は長

老主義に基づき、信徒と牧師が長老を選出し教会を管理･運営し

た。また政教一致の神権政治を理想とした。信徒の共同体とし

ては民主的といえるが教義に固執して他派を排斥するなど自由

主義的ではなかった。空欄７.正解は｢ニューヨーク｣。これは難

しい。選択式なら消去法もとれるが記述式では知らなければそ

れまでである。1848年セネカ･フォールズ女性会議は｢女性の権

利宣言｣を採択。これを起草したのがエリザベス･Ｃ･スタント

ン。冒頭は｢すべての男女は平等につくられた｣と米独立宣言を

もじった一節であった。空欄８.正解は｢黒人｣。空欄９.正解は

｢ポピュリズム｣。政治運動とき1891年に既存の民主･共和に対抗

して結成された人民党(ポピュリスト党)をさす。現代の日本で

は、マスコミ受けするような煽情的メッセージを繰り出すこと

で政治権力を手にするものを指す。空欄10.正解は｢包括的核実

験禁止｣。対人地雷全面禁止条約(1997)は1996年に国連総会で採

択されたが、発効要件国である核保有国を含む44国の批准がす

んでいないので現在もまだ未発効のままである。調印はしたが

批准していないのは米･イスラエル･イラン･エジプト･中国の５

カ国、調印していないのは北朝鮮･インド･パキスタンの３国。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やや難 
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番号 出題内容 コメント 難易度 

Ⅳ  空欄11.正解は｢単独行｣。空欄12.正解は｢ＳＮＳ｣。Social Network 

Service の略。ここは一般教養のレベル。空欄13.正解は｢エリザ

ベス２世｣。2022年９月に死去した英女王。時事問題である。

14.100字小論述のテーマは｢ジャクソン大統領が勝利した背景

や要因について｣。ジャクソンについては｢ジャクソナアン＝デ

モクラシー(ジャクソン民主主義)｣と｢インディアン強制移住

法｣(1830)という大統領になってからの施策についてはよく知

られている。一方、大統領選挙に勝利した背景と要因となると

厳しい。受験生にとっては教科書･参考書･用語集レベルで対処

できなければお手上げである。用語集だと山川はジャクソンに

ついて｢南部奴隷所有者の圧倒的支持を背景に、自由貿易と州権

論に基づく政策を推進｣とある。一方で東京書籍の用語集は｢ア

イルランド移民の孤児で、独立時の13州以外出身の最初の大統

領。アメリカ＝イギリス戦争に活躍して国民的英雄となり、西

部農民と東部労働者の支持を得て大統領に当選｣と記す。米英戦

争が米産業革命の勃興期であることをあわせると東書用語集に

よればうまくまとめられる。流れとしては、①西方への領土拡

大-1803年のルイジアナ獲得を契機→②多数の自営農民発生→

③米英戦争→④産業資本主義形成と労働者急増→⑤農民･労働

者、1820年代に政治勢力として台頭＝ジャクソンの支持基盤。

あとは｢白人男子普通選挙を通じ、旧特権層に挑戦し既存の政治

勢力とは一線を画するジャクソンを押し上げた。｣とまとめる。

山川用語集の｢南部奴隷所有者の圧倒的支持｣にこだわると書け

なくなる。 

 

 

〔総合コメント〕 

マーク式問題のうち36題は容易な問題と非常に細かい問題とが混在している。易しい問題ではケアレスミスを

絶対に犯さないことに集中する。細かい問題で得点を確実に積み上げるのは難しいが、今年の出題を見ると対

策は可能である。山川の用語集だけに依存すると、その何処にもでていない内容が出題されており困惑させら

れるだろう。しかし、そのような設問に限って東京書籍の用語集にははっきりと記載があるのである。『崇禎

暦書』の完成年、ニュートン『プリンキピア』の完成年、ミルトン『失楽園』の完成年、そして100字論述の｢ジ

ャクソン大統領｣も同様である。労力はかかるが用語集は山川と東京書籍の二刀流をおすすめする。二つの用

語集を見比べることは用語の理解を深めることにもつながる。また、ハンザ同盟四大商館は教科書の地図をし

っかり見ていれば簡単だが、本文だけだと対応は不可能となる。また年代の前後を問う設問が頻出しており、

普段から年代そのものとあわせて歴史事象の展開を流れとしてしっかりつかんでおくことが求められる。去年

のハーウェイ、今年のエリサベス２世の逝去など時事的話題からの出題も要注意である。教科書は無論のこと

参考書･用語集でも対応は不可能で、日常的に国際面･経済面の報道に接していることが求められる。ニュース

は大事だがテレビは時間の無駄なので紙媒体(新聞など)がよい。最後の100字論述はアメリカの政治･経済から

繰り返し出題されている。学習にはとくに注意を払いたい。早大商の過去問だけでは問題数が少ないので国公

立の二次にも手を広げるとよい。また論述は同じ問題に答えを何通りも書くと実力がつく。何度も書き直すと、

時間をおいてふいに｢あそこはこう書いた方がいいのか？｣という疑問や思い付きが脳裏をよぎるようになる。

こうしていつも考えていることが大切である。また可能であれば世界史担当の教員から添削を受けるのがよ

い。その際も指摘された内容にそってきちんと書き直すことが大切である。 

 


